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大
野
係
員

は
い
、
こ
れ
で
大
丈
夫
だ
と
思
い
ま
す
。
何
か
あ
り
ま

○
根
拠
法

し
た
ら
御
連
絡
し
ま
す
。
ど
う
も
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

水
道
法
、
工
業
用
水
道
事
業
法
、
下
水
道
法
、
鉄
道
事
業
法
、

坂
上
係
員

全
国
新
幹
線
鉄
道
整
備
法
、
ガ
ス
事
業
法
、
電
気
事
業
法
、
電
気

通
信
事
業
法
の
規
定
に
基
づ
く
も
の

窓
口
に
誰
か
来
て
い
た
み
た
い
だ
け
ど
、
ど
ん
な
用

○
物
件

件
だ
っ
た
の
?

①

水
管

(水
道
事
業
、
水
道
用
水
供
給
事
業
、
工
業
用
水
道
事

大
野
係
員

業
の
用
に
供
す
る
も
の
に
限
る
o)

②

下
水
道
管

ガ
ス
管
を
設
置
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
工
事
計
画

③

公
衆
の
用
に
供
す
る
鉄
道

書
を
持
っ
て
来
ら
れ
た
ん
で
す
よ
。

④

ガ
ス
管

分
ス
事
業
法
に
規
定
す
る
一
般
ガ
ス
事
業
又
は
簡

坂
上
係
員

易
ガ
ス
事
業
の
用
に
供
す
る
も
の
に
限
る
。)

⑤

電
柱
、
電
線
、
公
衆
電
話
所

そ
う
。
と
こ
ろ
で
、
せ
っ
か
く
だ
し
、
大
野
君
の
た

･
電
気
事
業
法
に
基
づ
く
も
の

め
に
も
義
務
占
用
物
件
に
つ
い
て
、
ち
ょ
っ
と
お
さ
ら

(電
気
事
業
法
に
規
定
す
る
電
気
事
業
者

(特
定
規
模
電
気
事
業

い
し
て
み
ま
し
ょ
う
か
。
ま
ず
、
義
務
占
用
物
件
と
し

者
を
除
く
。)
が
そ
の
事
業
の
用
に
供
す
る
も
の
に
限
る
。)

･
電
気
通
信
事
業
法
に
基
づ
く
も
の

て
は
ど
ん
な
も
の
が
該
当
す
る
の
か
し
ら
?

(電
気
通
信
事
業
法
に
規
定
す
る
認
定
電
気
通
信
事
業
者
が
そ
の

大
野
係
員

事
業
の
用
に
供
す
る
も
の
に
限
る
。)

ガ
ス
管
の
ほ
か
、
水
管
や
下
水
道
管
、
電
線
や
電
柱

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
道
路
法
第
三
十
六
条
第
一
項
の
中

坂
上
係
員

で
該
当
す
る
事
業
や
物
件
が
規
定
さ
れ
て
ま
す
よ
ね
。

そ
う
ね
。
で
も
義
務
占
用
物
件
は
そ
れ
だ
け
か
し
ら
?

大
野
係
員

ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。
え
ー
と
、
そ
う
い
え

ば
、
石
油
管
が
第
三
十
六
条
に
規
定
さ
れ
て
ま
せ
ん
ね
。

坂
上
係
員

少
し
思
い
出
し
た
わ
ね
。
道
路
法
に
は
規
定
さ
れ
て

い
な
い
け
れ
ど
、
石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
事
業
法
の
規
定

に
基
づ
く
石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
事
業
の
用
に
供
す
る
石

油
管
や
、
駐
車
場
法
の
規
定
に
基
づ
く
道
路
の
地
下
の

路
外
駐
車
場
は
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
に
さ
っ
き
言
っ
た
道

路
法
第
三
十
六
条
と
同
じ
様
な
規
定
が
あ
る
の
よ
。

○
石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
事
業
法

(昭
和
四
十
七
年
六
月
二
十
六
日
法
律
第
百
五
号
)

第
三
十
五
条

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
五
条
第
一
項
又
は
第
八
条
第

一
項
の
許
可
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
請
に
係

る
石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
事
業
の
用
に
供
す
る
導
管
が
道
路

(道
路

法

(昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
)
に
よ
る
道
路
を
い
う
。

以
下
同
じ
。)
に
設
置
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、

道
路
管
理
者
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

道
路
管
理
者
は
、
第
五
条
第
一
項
又
は
第
八
条
第
一
項
の
許
可

を
受
け
た
石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
事
業
の
用
に
供
す
る
導
管
に
つ
い

て
、
道
路
法
第
三
十
二
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
道

路
の
占
用
の
許
可
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
請

に
係
る
道
路
の
占
用
が
同
法
第
三
十
三
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ

く
政
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
と
き
は
、
そ
の
許
可
を
与
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3

石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
事
業
者
は
、
前
項
の
許
可
を
受
け
よ
う
と

す
る
と
き
は
、
そ
の
工
事
を
し
よ
う
と
す
る
日
の
一
月
前
ま
で
に
、

当
該
工
事
の
計
画
書
を
道
路
管
理
者
に
提
出
し
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
災
害
に
よ
る
復
旧
工
事
そ
の
他
緊
急
を
要

す
る
工
事
又
は
政
令
で
定
め
る
軽
微
な
工
事
に
つ
い
て
は
、
こ
の



限
り
で
な
い
。

○
駐
車
場
法

(昭
和
三
十
三
年
五
月
十
六
日
法
律
第
百
六
号
)

第
十
七
条

都
市
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
路
外
駐
車
場
の
用
に

供
す
る
た
め
、
道
路
の
地
下
又
は
都
市
公
園
法

(昭
和
三
十
一
年

法
律
第
七
十
九
号
)
第
二
条
第
一
項
の
都
市
公
園
の
地
下
の
占
用

の
許
可
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
占
用
が
そ
れ

ぞ
れ
道
路
法
第
三
十
三
条
第
一
項
又
は
都
市
公
園
法
第
七
条
の
規

定
に
基
づ
く
政
令
で
定
め
る
技
術
的
基
準
に
適
合
す
る
限
り
、
道

路
管
理
者
又
は
都
市
公
園
法
第
五
条
第

一
項
の
公
園
管
理
者
は
、

そ
れ
ぞ
れ
こ
れ
ら
の
法
律
に
よ
る
占
用
の
許
可
を
与
え
る
も
の
と

す
る
。

2

(略
)

大
野
係
員

そ
う
で
し
た
ね
!
。

坂
上
係
員

そ
れ
じ
ゃ
あ
、
占
用
許
可
に
当
た
っ
て
、
義
務
占
用

物
件
と
そ
の
他
の
占
用
物
件
と
で
は
、
取
扱
い
に
ど
の

よ
う
な
違
い
が
あ
る
の
か
し
ら
。

大
野
係
員

は
い
、
第
三
十
六
条
第
一
項
に
よ
り
、
工
事
を
実
施

し
よ
う
と
す
る
日
の
一
月
前
ま
で
に
、
あ
ら
か
じ
め
当

該
工
事
の
計
画
書
を
道
路
管
理
者
に
提
出
し
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

坂
上
係
員

ほ
か
に
は
?

大
野
係
員

え
ー
と
、
同
条
第
二
項
で
は
、
占
用
許
可
の
申
請
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、
第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基

渡
邊
課
長

づ
く
政
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
と
き
は
、
許
可

を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

渡
邊
課
長

そ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
だ
か
わ
か
り
ま
す
ね
?

大
野
係
員

は
い
。
道
路
法
施
行
令
で
は
、
占
用
の
期
間
、
占
用

場
所
、
占
用
物
件
の
構
造
、
工
事
実
施
の
方
法
、
工
事

の
時
期
、
道
路
の
復
旧
方
法
に
関
す
る
基
準
が
そ
れ
ぞ

れ
定
め
ら
れ
て
い
て
、
こ
れ
ら
の
基
準
の
す
べ
て
に
適

合
す
る
と
き
に
は
、
道
路
管
理
者
は
許
可
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

渡
邊
課
長

そ
れ
は
な
ぜ
だ
か
わ
か
る
か
い
?

大
野
係
員

え
ー
と
、
｢義
務
｣
占
用
物
件
だ
か
ら
で
す
。

渡
邊
課
長

!
!
、
義
務
占
用
物
件
と
そ
の
他
の
占
用
物
件
と
は
、

な
ぜ
取
扱
い
が
違
う
か
を
聞
い
て
る
ん
だ
よ
。

大
野
係
員

え
ー
と
、
や
は
り
こ
れ
ら
の
物
件
の
公
益
性
に
着
目

し
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

渡
邊
課
長

そ
れ
だ
け
で
す
か
?

大
野
係
員

.･････o

確
か
に
そ
の
と
お
り
な
ん
で
す
が
、
義
務
占
用
物
件
は
、

一
般
公
衆
の
生
活
と
密
接
な
関
係
を
有
し
て
い
る
た
め
、

公
益
性
が
極
め
て
高
く
、
個
別
の
事
業
法
に
お
い
て
、
一

般
利
用
者
に
対
す
る
役
務
提
供
義
務
が
設
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
な
ど
の
事
情
を
踏
ま
え
て
、
占
用
許
可
に
当
た
っ
て

の
道
路
管
理
者
の
裁
量
を
制
限
す
る
と
い
う
特
例
的
な
取

扱
い
が
な
さ
れ
て
い
る
ん
だ
。
例
え
ば
、
ガ
ス
事
業
法
第

十
六
条
で
は
、
｢
一
般
ガ
ス
事
業
者
は
、
正
当
な
理
由
が

な
け
れ
ば
、
そ
の
供
給
区
域
又
は
供
給
地
点
に
お
け
る
一

般
の
需
要
に
応
ず
る
ガ
ス
の
供
給
を
拒
ん
で
は
な
ら
な

い
。｣
と
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
ね
。
大
野
君
は
ま
だ

事
業
法
を
読
ん
で
い
な
い
ん
じ
ゃ
!
･。

大
野
係
員

あ
っ
、
そ
う
で
し
た
。
事
業
法
に
書
い
て
あ
り
ま
し

た
ね
、
す
っ
か
り
忘
れ
て
い
ま
し
た
。

坂
上
係
員

大
野
君
に
と
っ
て
も
い
い
復
習
に
な
っ
た
わ
ね
。

大
野
係
員

は
い
。
今
度
は
き
ち
ん
と
事
業
法
を
読
ん
で
お
き
ま
す
。

渡
邊
課
長

や
っ
ぱ
り
!
。
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
こ
れ
ら
の
事
業
法
を

じ
っ
く
り
読
ん
で
み
る
と
い
い
。
私
の
六
法
を
貸
そ
う
。

(大
野
係
員
の
机
の
上
に
六
法
全
書
を
ド
サ
ッ
と
置
く
。)

大
野
係
員

え
~
っ
、
ま
た
で
す
か
-
,
(ガ
ッ
ク
リ
と
肩
を
落
と
す
。)




